
人
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
必
要
性

絶
え
間
な
く
変
わ
る
法
規
制
な
ど
外
部
環
境
変
化
に

対
す
る
社
員
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
。
派
遣
社
員
等
雇
用
形
態

の
変
化
。
社
員
の
短
期
思
考
や
帰
属
意
識
の
希
薄
化
。

従
来
、
社
員
の
阿
吽
の
呼
吸
や
高
い
帰
属
意
識
に
依
存
し

て
リ
ス
ク
の
予
防
を
し
て
き
た
日
本
企
業
で
あ
る
が
、
直

面
す
る
リ
ス
ク
の
多
様
化
や
説
明
責
任
の
増
大
を
踏
ま
え

る
と
「
人
」へ
の
過
度
な
依
存
に
は
限
界
が
あ
る
。「
業
務

プ
ロ
セ
ス
」
の
中
に
リ
ス
ク
を
予
防
す
る
仕
掛
け
を
組
み

込
み
、「
I
T
」
を
利
用
し
て
社
員
の
業
務
負
荷
を
軽
減
し

つ
つ
統
制
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
取
り
組
み
が
改
め
て

問
わ
れ
て
き
て
い
る
と
言
え
る
。

統
合
的
な
G
R
C

（
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
リ
ス
ク
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）

リ
ス
ク
管
理
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
既
に
多
く
の
企
業
で

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
、
部
門
主
導
の
単
発
的
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
全
社
的
な
重
要
度
や
相
互
関
連
性
の

視
点
に
欠
け
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
部
門
別
の
リ
ス
ク

管
理
で
は
、
企
業
が
組
織
的
に
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
体
制

や
情
報
の
流
れ
に
不
備
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
い
。
例
え

ば
、グ
ル
ー
プ
企
業
間
に
お
け
る
ポ
リ
シ
ー
の
一
貫
性
欠
如
、

部
門
間
で
の
重
複
作
業
や
重
大
な
リ
ス
ク
放
置
な
ど
は
コ

ス
ト
に
直
結
す
る
だ
け
で
な
く
リ
ス
ク
へ
の
瞬
発
力
も
低
下

さ
せ
る
。
ま
た
、
部
門
や
法
規
制
ご
と
に
構
築
さ
れ
た
I
T

シ
ス
テ
ム
は
、
全
社
レ
ベ
ル
で
情
報
の
一
貫
性
を
損
な
い
、
複

数
の
シ
ス
テ
ム
に
散
在
し
た
リ
ス
ク
デ
ー
タ
集
計
、
分
析
を

複
雑
で
時
間
の
か
か
る
業
務
に
す
る
。
絶
え
間
な
い
リ
ス
ク

の
変
化
を
前
提
に
、
一
貫
性
を
持
っ
た
取
り
組
み
を
行
う

た
め
に
は
、
健
全
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
も
と
、
経

営
理
念
や
事
業
目
的
等
に
照
ら
し
て
経
営
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
を
企
業
経
営
者
が
認
識
・
評
価
し
て
対

応
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
し
、
日
常
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
中
に

浸
透
さ
せ
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
。
ガ
バ
ナ

ン
ス
、
リ
ス
ク
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
以
下
G
R
C
）は
相
互
依

存
の
関
係
に
あ
る（
図
1
）。
全
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
企
業
グ

ル
ー
プ
全
体
の
有
効
性
向
上
に
は
欠
か
せ
な
い
。
G
R
C
の

一
貫
性
を
保
ち
つ
つ
戦
略
的
に
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
統
合
す
る

こ
と
が
G
R
C
を
企
業
価
値
に
直
結
さ
せ
る
鍵
と
な
る
。

事
業
基
盤
と
し
て
の
企
業
シ
ス
テ
ム
像

そ
れ
で
は
、
G
R
C
を
統
合
管
理
し
、
企
業
価
値
向
上

を
支
援
す
る
企
業
シ
ス
テ
ム
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
い
た
統
制

に
か
か
わ
る
機
能
群
を
連
携
し
、
異
な
る
組
織
や
シ
ス
テ

ム
を
横
断
し
て
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
一
貫
化
す
る
統
合
基
盤

が
企
業
シ
ス
テ
ム
と
し
て
求
め
ら
れ
る（
図
2
）。
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
実
行
を
シ
ス
テ
ム
が
誘
導
で
き
る
よ
う
に
な
る
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企
業
価
値
向
上
を
支
援
す
る

事
業
基
盤
と
し
て
の
G
R
C

T
E

C
H

N
O

L
O

G
Y

W
A

T
C

H

テ ク ノ ロ ジ ー ・ ウ ォ ッ チ

中
野
浩
志

S
A
P
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

G
R
C
事
業
開
発
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

米
国
公
認
会
計
士
、
公
認
内
部
監
査
人

日
本
C
F
O
協
会
主
任
研
究
委
員

経
済
社
会
、
資
本
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
層
進
展
す
る
中
で
、

投
資
家
を
は
じ
め
と
す
る
資
本
市
場
の
影
響
力
は
大
き
く
な
り
、

企
業
に
対
す
る
成
長
と
企
業
価
値
向
上
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
強
さ
を
増
し
て
い
る
。

一
方
、
事
業
遂
行
に
あ
た
り
、
遵
守
す
べ
き
法
規
制
の
種
類
は
増
大
し
、
リ
ス
ク
は
多
様
化
し
て
い
る
。

場
当
た
り
的
な
法
規
制
対
応
で
は
変
化
対
応
力
、
コ
ス
ト
の
両
面
で
限
界
が
あ
る
。

基
本
的
な
枠
組
み
を
押
さ
え
た
整
合
性
を
持
っ
た
取
り
組
み
。

事
業
を
よ
り
健
全
に
成
長
さ
せ
る
た
め
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
い
か
に
活
用
す
る
か
と
い
う
視
点
で
の
取
り
組
み
が
、

持
続
的
に
企
業
価
値
を
向
上
さ
せ
て
い
く
上
で
大
切
に
な
る
。



こ
と
の
意
味
は
大

き
い
。
業
務
の
効

率
化
だ
け
で
な

く
、
プ
ロ
セ
ス
の
流

れ
や
社
内
ル
ー
ル

を
人
が
忘
れ
て
も

シ
ス
テ
ム
が
気
づ
か

せ
て
く
れ
る
。
受

注
処
理
を
行
う
と

利
用
可
能
在
庫
の

み
な
ら
ず
、
与
信

限
度
額
や
仕
向
け

国
規
制
に
基
づ
い

た
貿
易
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
が
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
、
受
注
ブ
ロ
ッ

ク
が
か
か
る
と
い

う
具
合
だ
。

統
合
基
盤
構
築
の
前
提
条
件
と
し
て
、
業
務
プ
ロ
セ
ス

全
体
を
プ
ロ
セ
ス
と
機
能
の
特
性
に
よ
っ
て
構
造
的
に
整

理
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
競
争
力
に
直
結
す
る
機

能
は
徹
底
し
て
こ
だ
わ
る
。
一
方
、
そ
れ
以
外
の
基
幹
系

業
務
は
標
準
化
を
推
進
し
、
プ
ロ
セ
ス
の
整
流
化
を
追
求

す
る
。
基
幹
系
業
務
は
E
R
P
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
標
準
の
ま

ま
使
う
こ
と
に
よ
り
、
安
定
性
と
効
率
性
を
得
る
こ
と
が

有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。
例
え
ば
、
規
制
緩
和
と
競
争
激

化
が
進
む
製
薬
業
界
で
は
、
研
究
開
発
力
・
営
業
力
を
自

社
の
コ
ア
領
域
と
位
置
付
け
、
そ
れ
以
外
の
機
能
は
E
R

P
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
活
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま
た
、
構

造
的
に
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
例
外
や
事
業
固
有
の
機

能
が
明
確
化
さ
れ
、
内
部
統
制
と
し
て
監
視
す
べ
き
対
象

が
明
ら
か
に
な
る
。

企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
実
行
力
を
高
め
る

事
業
の
視
点
で
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
一
貫
化
す
る
統
合
基

盤
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
通
し
て

業
務
プ
ロ
セ
ス
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守
す
る
図
式
が
で

き
あ
が
る
。
G
R
C
が
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
日
常
業
務
に
組

み
込
ま
れ
、
業
務
プ
ロ
セ
ス

や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
誘
導

す
る
形
だ
。
社
内
ル
ー
ル
や

手
続
き
に
詳
し
い
こ
と
だ
け

が
担
当
者
の
存
在
意
義
で

は
な
く
な
り
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
と
し
て
の
仕
事
に
集

中
で
き
る
。
ポ
リ
シ
ー
や
ル

ー
ル
に
基
づ
い
て
例
外
事
象

だ
け
を
検
出
し
、
担
当
者

に
通
知
す
る
こ
と
は
業
務

負
荷
軽
減
の
み
な
ら
ず
、
現

場
に
気
づ
き
を
与
え
、
考
え

る
こ
と
を
促
す
。
ま
た
、
ト

ッ
プ
の
意
思
や
戦
略
を
ポ
リ

シ
ー
や
経
営
指
標
と
い
う

形
で
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
組
み

込
む
こ
と
は
リ
ス
ク
と
リ
タ

ー
ン
の
関
係
を
見
え
る
化
し

て
社
内
外
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
し
、
企
業
価
値
向
上

に
向
け
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の

実
行
力
を
高
め
る
こ
と
に

繋
が
る
。

●

統
合
基
盤
構
築
は
、
自
社
の
状
況
を
踏
ま
え
た
業
務
・

I
T
両
面
で
の
段
階
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
極
め
て
重
要
だ
。

日
本
版
S
O
X
法
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
る
今
が
、
グ
ル
ー

プ
レ
ベ
ル
で
G
R
C
を
整
備
し
、
企
業
価
値
向
上
を
実
現
す

る
統
合
基
盤
構
築
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
す
絶
好

の
機
会
で
あ
る
と
い
え
る
。
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